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【特集】平成24年　消防出初式

阿光保育園幼年消防クラブによる演技（阿久根市消防出初式）
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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
か
ね
て
か
ら
、

市
政
の
推
進
に
多
大
な
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
、心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
１
月
の
新
燃
岳
の
噴
火
、
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
出
水
地
区

で
の
発
生
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
の
発

生
と
、
そ
れ
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
原
子

力
発
電
所
の
事
故
と
い
っ
た
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
大
変
な

社
会
情
勢
の
中
で
、
年
明
け
早
々
行
政
経

験
の
な
い
私
に
阿
久
根
市
の
舵
取
り
役
と

い
う
責
任
あ
る
大
役
を
任
さ
れ
、
日
々
勉

強
、
そ
し
て
市
内
を
東
奔
西
走
す
る
一
年

で
し
た
。

「
活
力
あ
る
阿
久
根
を
取
り
戻
す
」
こ

と
が
私
に
与
え
ら
れ
た
大
き
な
命
題
の
一

つ
で
あ
り
、
東
京
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
、

鹿
児
島
・
宮
崎
の
百
貨
店
で
の
店
頭
販
売

な
ど
い
た
る
所
に
顔
を
出
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
阿
久
根
の
元
気
を
取
り
戻

す
よ
う
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て「
高
齢
化
社
会
に
立
ち
向
か
う
」

た
め
に
も
、
ま
ず
は
地
元
で
子
育
て
し
や

す
い
環
境
の
整
備
が
第
一
と
思
い
、
保
育

費
の
助
成
に
加
え
、
出
生
祝
い
商
品
券
の

支
給
、
肺
炎
球
菌
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
無

料
化
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
化

を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
加
え

て
、
来
年
度
か
ら
は
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
23
年
第
３
回
定
例
市
議
会

12
月
20
日
㈫
に
閉
会

11

月
29

日
か
ら
開
か
れ
て
い
た
平
成

23

年
第
３
回
定
例
市
議
会
が
12

月
20

日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
推
薦

や
、
番
所
丘
公
園
、
阿
久
根
大
島
公

園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
総
額
約

１
億
３
千
百
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予 PHOTO／西平良将市長と大川小学校の全児童（大川小学校校庭）
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今月の題字

ケーキ屋さんなどのお店
や、みんなが遊べる公園が
もっとあったらいいなと思い
ます。
将来は、パティシエになっ
て、みんなが喜んでくれるよ
うなチーズケーキを作りたい
です。

ひと言

阿久根市役所、社会福祉協
議会では平成24年３月31日ま
で義援金を受け付けています。
市民の皆さまのあたたかい

ご支援をお願いします。

東日本大震災義援金
（平成23年12月28日現在）

13,297,870円
※日本赤十字社を通じて、被災さ
れた方々へ配分されます。

波は
　

留る　

育い
く　

美み

さ
ん

田
代
小
４
年

義援金を受け付けています

今月の表紙

市民会館前広場で行われた
消防出初式式典の際、阿光保
育園幼年消防クラブの園児ら
が、元気な演技を披露してく
れました。（関連記事４・５
ページ）

迎春 2012年

ま
た
、「
行
政
改
革
に
取
り
組
む
」
こ

と
と
し
て
、
職
員
給
与
の
適
正
化
、
機
構

改
革
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

す
べ
く
行
政
改
革
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

本
年
は
阿
久
根
市
制
施
行
60
周
年
と
い

う
こ
と
で
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
阿

久
根
を
盛
り
上
げ
て
い
き
な
が
ら
も
、
先

人
に
感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
郷
土
愛

に
満
ち
た
阿
久
根
の
発
展
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。「

常
に
市
民
目
線
で
」
そ
の
こ
と
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
希
望

あ
ふ
れ
る
一
年
に
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

阿
久
根
市
長　

西

平

良

将

算
案
な
ど
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
平
成
22

年
度
阿
久
根
市

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
一

般
会
計
が
賛
成
少
数
で
不
認
定
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
議
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
後
日
配
布
予
定
の

市
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議案の提案を行う西平市長
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新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
１
月

８
日
、
大
勢
の
消
防
関
係
者
が
出
席

す
る
中
、
市
民
会
館
前
広
場
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
演
技
や
消
防
団
員

に
よ
る
消
防
操
法
の
訓
練
の
ほ
か
、

功
労
者
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
消
防
車
を
先
頭
に
新
港

ま
で
行
進
し
、
見
学
に
訪
れ
た
多
く

の
市
民
ら
と
と
も
に
、
火
災
や
災
害

の
な
い
１
年
を
願
い
、
新
春
の
空
に

向
け
て
一
斉
に
放
水
し
ま
し
た
。

■
消
防
団
員
の
活
動

消
防
団
員
の
活
動
と
は
、
災
害
時

に
『
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ

と
』
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
普

段
か
ら
機
材
の
基
本
操
作
を
は
じ

め
、
消
火
活
動
を
行
う
た
め
の
訓
練

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
消
火
栓
や
防

火
水
槽
の
点
検
、
防
火
宣
伝
な
ど
、

地
域
に
密
着
し
た
地
道
な
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
消
防
団
活
動
へ
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

消防出初式式典で謝辞を行う新留秀雄団長

平
成
24
年　

消
防
出
初
式

火災・災害のない一年を願い一斉放水

今
年
、
３
月
14
日
か
ら
３
月

22
日
ま
で
の
間
、
阿
久
根
地
区

消
防
組
合
か
ら
５
名
の
隊
員
が

被
災
地
へ
緊
急
消
防
援
助
隊
員

と
し
て
消
防
応
援
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
総
務
大
臣
よ
り
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
同
隊
員
は
、「
被

災
地
は
ま
だ
復
興
と
い
う
に

は
、
ほ
ど
遠
い
状
況
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
少
し
で
も
早
く
復

興
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

12
月
27
日
、
阿
久
根
地
区
消

防
組
合
消
防
本
部
に
、
新
し

い
は
し
ご
車
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
使
用

し
て
い
た
車
両
が
導
入
か
ら
29

年
経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
た

た
め
今
回
更
新
し
た
も
の
で
す
。

最
新
鋭
の
「
屈
折
は
し
ご
付

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
」
で
、
阿

久
根
・
長
島
地
区
の
火
災
や
災

害
時
な
ど
に
出
動
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
安
全
確
保
に
あ
た
り

ま
す
。

表彰を受けた阿久根地区消防組合隊員

東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
支
援
に
多
大
な
功
績

電源立地地域対策交付金事業により新しく導入された最新鋭のはしご車

新
し
い
は
し
ご
車

配
備

【特集】平成24年　消防出初式
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◇
市
長
表
彰

○
企
業
感
謝
状

ケ
イ
エ
ス
ケ
イ
株
式
会
社

○
優
良
分
団
表
彰

大
川
分
団

鶴
川
内
分
団

折
多
分
団

◇
団
長
表
彰

○
優
良
班
表
彰

大
川
分
団　

大
川
一
班
、
二
班

大
川
分
団　

尻
無
班

大
川
分
団　

牛
之
浜
班

三
笠
分
団　

黒
之
浜
班

鶴
川
内
分
団　

桑
原
城
班

◇
消
防
庁
長
官
表
彰
（
伝
達
）

○
消
防
団
員
退
職
者
第
２
号
報
償

伝
達
（
勤
続
15
年
〜
25
年
未
満
）

花
田　

良
一
（
大
川
一
班
）

新
町　

勝
利
（
中
央
積
載
班
）

金
井　

光
広
（
田
代
班
）

的
場　

錠
治
（
大
川
二
班
）

濵
﨑　

行
雄
（
佐
潟
班
）

◇
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰（
伝
達
）

○
精
績
章
（
勤
続
30
年
以
上
）

中
村　

主
税
（
団
本
部
）

松
永　

新
市
（
団
本
部
）

◇
鹿
児
島
県
消
防
協
会
表
彰（
伝
達
）

○
功
績
章
（
勤
続
20
年
）

岩
崎　

展
幸
（
中
央
一
班
）

花
田　

良
一
（
大
川
一
班
）

中
園　

哲
朗
（
鶴
川
内
班
）

○
精
績
章
（
勤
続
15
年
）

佐
潟　

輝
久
（
佐
潟
班
）

濵
﨑　

行
雄
（
佐
潟
班
）

◇
鹿
児
島
県
知
事
表
彰

○
10
年
勤
続
章

山
田　

広
　

（
三
笠
二
班
）

池
田　

英
人
（
大
川
一
班
）

桐
原　

健
悟
（
赤
瀬
川
）

堀
切　

康
寛
（
折
口
班
）

尾
上　

覚
史
（
西
目
班
）

尾
上
謙
一
郎
（
古
里
班
）

黒
坂　

一
男
（
黒
之
浜
班
）

京
田　

伸
也
（
瀬
之
浦
班
）

牛
ノ
濱
隆
伸
（
牛
之
浜
班
）

倉
田
基
一
郎
（
中
央
一
班
）

羽
田　

正
浩
（
中
央
一
班
）

角
島　

智
明
（
中
央
積
載
班
）

川
上　

健
二
（
瀬
之
浦
班
）

神
之
田
宗
幸
（
大
川
一
班
）

牟
禮　

賢
一
（
牛
之
浜
班
）

松
下　

直
樹
（
尻
無
班
）

小
牟
田
誠
二
郎
（
赤
瀬
川
）

餅
越　

輝
史
（
弓
木
野
班
）

◇
消
防
協
会
出
水
支
部
長
表
彰

○
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

若
松　

和
幸
（
尾
崎
班
）

折
橋　

政
光
（
弓
木
野
班
）

畠
中　

義
文
（
山
下
班
）

松
峯　

義
幸
（
中
央
積
載
班
）

大
田　

省
吾
（
尻
無
班
）

○
優
良
団
員

羽
田　

正
浩
（
中
央
一
班
）

角
島　

智
明
（
中
央
積
載
班
）

倉
田
基
一
郎
（
中
央
一
班
）

川
上　

健
二
（
瀬
之
浦
班
）

神
之
田
宗
幸
（
大
川
一
班
）

牟
禮　

賢
一
（
牛
之
浜
班
）

松
下　

直
樹
（
尻
無
班
）

小
牟
田
誠
二
郎
（
赤
瀬
川
）

餅
越　

輝
史
（
弓
木
野
班
）

野
﨑　

清
人
（
黒
之
浜
班
）

寺
地　

利
久
（
尻
無
班
）

濵
田　

洋
一
（
大
川
二
班
）

園
田　

勇
一
（
古
里
班
）

牛
ノ
濱
一
喜
（
山
下
班
）

湯
田　

矢
凡
（
中
央
二
班
）

宮
里　

治
雄
（
大
川
一
班
）

寺
地　

一
文
（
尻
無
班
）

寺
地　

政
行
（
尻
無
班
）

尻
無
濱　

学
（
尻
無
班
）

岩
﨑
俊
二
郎
（
牛
之
浜
班
）

白
肌　

隆
一
（
弓
木
野
班
）

永
井
野
好
児
（
尾
崎
班
）

若
松　

郁
雄
（
尾
崎
班
）

小
園　

豪
志
（
佐
潟
班
）

○
勤
続
章
（
10
年
）

野
﨑　

清
人
（
黒
之
浜
班
）

寺
地　

利
久
（
尻
無
班
）

濵
田　

洋
一
（
大
川
二
班
）

園
田　

勇
一
（
古
里
班
）

牛
ノ
濱
一
喜
（
山
下
班
）

湯
田　

矢
凡
（
中
央
二
班
）

宮
里　

治
雄
（
大
川
一
班
）

寺
地　

一
文
（
尻
無
班
）

寺
地　

政
行
（
尻
無
班
）

尻
無
濱　

学
（
尻
無
班
）

岩
﨑
俊
二
郎
（
牛
之
浜
班
）

白
肌　

隆
一
（
弓
木
野
班
）

永
井
野
好
児
（
尾
崎
班
）

若
松　

郁
雄
（
尾
崎
班
）

小
園　

豪
志
（
佐
潟
班
）

平成24年消防出初式における表彰受賞者

表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）

消防操法大
会

消防団年末夜警（赤瀬川分団車庫前）消防団実
態調査（

深田港）

地震・津波に対する避難訓練（西目区）

デデ（柑橘類のダイダイ）
おとし

（尾崎区）



平成24年阿久根市成人式実行委員の皆さん

323名の新成人が新たな門出
～平成24年　阿久根市成人式～

１
月
５
日
、
平
成
24
年
阿
久
根
市

成
人
式
が
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
新
成
人
の
新
た
な
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。（
対
象
者
３
２
３
名
の

う
ち
、
２
５
１
名
が
出
席
。）

式
典
が
終
わ
る
と
、
新
成
人
が
懐

か
し
い
友
人
と
の
再
会
を
喜
び
合

い
、
記
念
撮
影
を
撮
っ
て
談
笑
す
る

な
ど
の
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
の
成
人
式
は
、
次
の

10

名
の
実
行
委
員
が
中
心
と
な
り
、

企
画
・
運
営
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

▽
宮
元
祥
多
▽
新
枦
由
希　

▽
倉
津

健
一
▽
永
田
有
紀
▽
牛
之
濱
千
尋
▽

枦　

愛
美
▽
山
元
彩
香
▽
赤　

沙
耶

香
▽
陳
尾
啓
太
▽
牧　

真
依
子

新
成
人
の
皆
さ
ま
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
『
国
民
年
金
』

新
成
人
の
皆
さ
ま
、
ご
成
人
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
手
続
は
お
済
み
で

す
か
。
20
歳
に
な
ら
れ
た
方
に
は
、

ご
自
宅
に
届
書
を
お
送
り
し
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。「
年
金
な

ん
て
ま
だ
先
の
こ
と
」
と
考
え
る

人
も
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
は
老

後
の
生
活
保
障
だ
け
で
な
く
、
病

気
や
事
故
な
ど
で
障
害
が
残
っ
た

時
な
ど
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の

「
万
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

活
動
的
な
若
い
皆
さ
ま
に
こ

そ
、
も
し
も
の
場
合
に
備
え
る

国
民
年
金
が
重
要
だ
と
も
い
え
ま

す
。ま

た
、
学
生
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
保
険
料

を
後
払
い
で
き
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」、学
生
で
な
い
方
は
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
川
内
年
金
事
務
所
（
代
表
）

☎
０
９
９
６（
２
２
）５
２
７
６

・
市
民
環
境
課　

国
民
年
金
係

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
３
）
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友人との再会
市民憲章を唱和する
新枦由希さん、陳尾啓太さん

オープニングで太鼓演奏をする
鹿児島毘沙門太鼓　響流の皆さん

輝く未来へ希望を抱く新成人



まちの話題

12
月
11
日
、
第
28
回
あ
く
ね
ボ
ン

タ
ン
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
、
市
総

合
運
動
公
園
発
着
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

３
㎞
、
５
㎞
、
10
㎞
、
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
の
４
種
目
に
全
国
各
地
か
ら

参
加
し
た
２
，
２
６
８
人
（
昨
年
よ

り
47
人
増
）
の
ラ
ン
ナ
ー
は
、
初
冬

の
ボ
ン
タ
ン
路
で
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。
な
お
、
大
会
結
果
に

つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ハーフマラソンのスタート

黄色く色づいたボンタン路を走る参加者

走り終えても元気いっぱい 力強く走る 笑顔でゴール 五つ太鼓で参加者を応援（尾崎区）

初冬のボンタン路を2,268人が快走Y
－第28回あくねボンタンロードレース大会－

12
月
17
日
・
18
日
、
阿
久

根
市
総
合
体
育
館
で
第
40
回

産
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
新
鮮
な
農

林
水
産
物
や
加
工
品
、
商
工

業
品
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
年

末
年
始
の
品
物
な
ど
を
買
い

求
め
る
大
勢
の
方
々
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
南
相

馬
市
の
特
産
品
の
展
示
即
売

や
義
援
金
の
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

15
団
体
が
出
演
し
、
詰
め
掛

け
た
来
場
者
は
惜
し
み
な
い

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

大勢の買い物客でにぎわう
－第40回阿久根市産業祭－

お目当ての品々を買い求める大勢の来場者

竹太鼓にあわせてソーラン節を披露する
阿久根小学校の児童

南相馬市の特産品の展示即売と
義援金のコーナー

健康づくりフェアも同時に開催
され、健康相談を受ける来場者

－ 7 －



まちの話題 みんなのアルバム

毎年、学校同士で交流を深めている尾崎小（全学
年15名）と西目小（３、４年生11名）の児童らが12

月２日、尾崎地区の谷口洋一さんの農園で、ボンタ
ン狩りを行いました。児童らは、どれを収穫しよう
かと真剣に探し回っていました。

海の子（西目小）、山の子（尾崎小）
ボンタン狩りで交流

ボンタンの品定めをする児童ら（尾崎区）

海阿

清掃活動を行った身障協・手をつなぐ
育成会・デイハウスふたばの参加者

大

おれんじ鉄道の上の畑地にある龍の化石（尻無中区）

11月30日に、身障協、手をつなぐ育成会、デイハウ
スふたばの３団体が、阿久根駅の清掃ボランティアを
行いました。この活動は、同団体が毎年行っており、
40名が参加。今年も阿久根駅は、すっきりきれいにな
りました。

阿久根駅をきれいに
障害者団体合同清掃ボランティア活動

今年の干支は「辰」。尻無

中区には、「龍の化石」と呼

ばれている奇岩があります。

側面や下方から眺めると確か

に龍が大口を開けているよう

に見えます。見つめる先は、

やはり甑島なのでしょうか。

大 口を開きて甑島を呑
まんとするものゝ 如し
『出水風土誌』より

南

12月４日、市民会館大ホー
ルで県警察音楽隊による演奏
会が開催されました。演奏会
では、音楽隊だけでなく阿久
根中の吹奏楽部と蓮華保育園
の園児らも出演し、約700名の
来場者を楽しませていました。

南 北600㎞のミュージックパトロール
～県民と警察のふれあいコンサート～

県警察音楽隊による演奏

因
に
五
色
濱
、
鍋
石
、
龍
の
化
石
中
其
一
を

採
り
て
七
不
思
議
に
加
ふ
る
も
の
あ
り
。

龍
の
化
石
と
稱
す
る
は
尻
無
よ
り
西
方
に
通

ず
る
國
道
の
西
海
岸
に
あ
り
て
、
描
け
る
龍

に
似
た
る
奇
石
な
り
。
大
口
を
開
き
て
甑
島

を
呑
ま
ん
と
す
る
も
の
ゝ
如
し
、
是
龍
の
化

石
な
り
と
云
へ
り
。　
　
　

（
出
水
風
土
誌
）

－ 8 －
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楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）

まちの話題

みんなのアルバム

巨

門松を制作した弓木野区の皆さま

12月４日、弓木野区の旧前田商店横に高さ３ｍ、胴回り６ｍの

大きな門松が登場しました。同地区民総出で１日がかりで制作。

材料はシラス２トン、葉ボタン80本、それ以外は、ほぼ地区内に

ある物で対応。またひとつ弓木野名物ができました。

巨大な門松が正月の帰省者を迎える

肉

阿久根市肉牛枝肉共進会が11月30

日、㈱阿久根食肉流通センターで開催
され、市内の肥育農家が丹精込めて育
てた肉牛28頭が出品されました。審査
結果は次のとおり。　　　　※敬称略
◇最優秀賞　川畑俊孝
◇優 秀 賞　㈲楠木畜産、㈲古賀畜産、

㈱マル善、筒作男

肉質の向上をめざして
～阿久根市肉牛枝肉共進会～

肉の状態を厳正にチェックする審査員

初

2012年元旦初泳ぎ（五色浜海岸）

2012年元旦、毎年恒例の初泳ぎが五色浜海岸であり、水泳スポー

ツ少年団の団員ら約40名が、初春の海に勢いよく飛び込みました。

団員の一人は、「海に浸かっている間は大丈夫だけど、出たら寒い。」

と話し、たき火と海との間を行ったり来たりしていました。初泳

ぎした後は、同団員の保護者らが用意した雑煮を食べて冷えた体

を温めていました。

初春の海で初泳ぎ～水泳スポーツ少年団～ 鶴川内小ソフトボール少年団19名の
児童と保護者らが12月24日、小園博樹
さんの農園でミカン狩りを行いまし
た。収穫したミカンは、12月25日に開

催される軽
けい

得
と

楽
ら

市で販売し、その収益
金を道具購入の資金にあてるとのこ
と。「購入した道具は大事にします。」
と参加した児童は話していました。

ミカン狩りをする鶴川内小ソフト
ボール少年団の児童ら（内田区）

ソ

ソ フトボールの道具を購入するために
自分たちでミカンを収穫

2012年元旦　初日の出（大漉区　正平丘山頂）
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尾崎小学校

阿久根市山下５９１６番地
☎０９９６－７２－２１００

「笑顔いっぱい　感動いっぱい　一人ひとりが主

人公」をめざし、シンクロ、一輪車、三尺棒踊り、

地引網やボンタン狩りを通した交流学習など、特

色あふれる教育活動と、一人ひとりに応じた丁寧

な個別指導が魅力の尾崎小学校です。現在４名の

特認校生を含め、全児童16名で楽しく、仲良く学

校生活を送っています。

田代小学校

阿久根市鶴川内７２５７番地
☎０９９６－７９－２００１

現在、神奈川県から３人の山村留学生が学んでいま

す。お米作りやさつまいも、椎茸などの野菜栽培、花

いっぱい運動、川遊び、魚釣り、ソーメン流し、竹の

子掘り、餅つき大会、登山など、盛りだくさんの感動

ある豊かな体験活動を通して、生きる力を蓄えていま

す。

大川小学校

阿久根市大川８０６１番地
☎０９９６－７４－０００７

「あかるく・かしこく・たくましい大川っ子」を

めざし、学校・家庭・地域の三者でスクラムを組

み、児童を育成します。「あいさつや読書とボラン

ティア」が学校自慢で、小・中合同あいさつ運動、

読書会と連携した読書活動の推進、餅米作り活動、

昔の遊び活動、塩干・ボンタン漬作りなど、人や

自然とのふれあいを通した体験活動を推進してい

ます。

大川中学校

阿久根市大川８２５０番地
☎０９９６－７４－０００４

大川の自然豊かな中、落ち着いて勉強に打ち込める

環境が整っています。小規模校の良さを生かし、学習

や体育実技など、個別指導を徹底し、一人ひとりを大

切にした教育に取り組んでいます。保護者・地域とと

もに生徒の育成にがんばっています。（大川駅より徒

歩３分）

市内の特認校紹介

授業参観の
ソーメン流し

ちまき（あくまき）
作り体験

塩干作り体験舞台芸術体験

が輝く特認校

阿久根っ子
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市内の特認校紹介

鶴川内小学校

阿久根市鶴川内３３８０番地
☎０９９６－７２－０４８９

鷹首山や高松川などの恵まれた自然環境の中、

児童一人ひとりにきめ細かく、行き届いた指導が

行われています。稲刈りや餅つき、でんえんコン

サートなど、地域と連携した体験活動も充実して

います。

鶴川内中学校

阿久根市鶴川内１０３００番地
☎０９９６－７２－２１０１

鶴川内の豊かな自然の中で、小鳥のさえずりや生徒

たちの明るい声の聞こえる学校です。少人数の良さを

生かした学習や思い出に残る体験活動（米作りや、し

め縄づくり）など、地域と一体となって生徒一人ひと

りの人間的成長を助けていきます。

西目小学校

阿久根市西目１２４５番地
☎０９９６－７２－０４４８

西目の海や山に囲まれた豊かな自然の中で、少人

数を生かした、のびのびと児童一人ひとりを大切に

する学習指導と、豊かな体験学習(ひな女祭り、地

引網など)を取り入れた特色ある教育活動を展開し

ています。

一人ひとりの『瞳』

この地で育て
一人ひとり

特認校で学びませんか

餅つき体験
（蓮の実園）米作り体験

地引網体験

◎
特
認
校
で
学
び
ま
せ
ん
か

「
小
規
模
校
入
学
特
別
認
可
制
度
」
は
、
小

規
模
校
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
、
通
学
区
域
外
の
児
童
生
徒
の
入

学
・
転
入
学
を
特
別
に
認
め
る
制
度
で
す
。

◇
入
学
条
件

①
市
内
に
保
護
者
・
児
童
生
徒
が
在
住
し
、
平

成
24

年
４
月
１
日
現
在
で
小
学
１
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
で
あ
る
こ
と

②
１
年
以
上
通
年
通
学
が
可
能
で
あ
る
こ
と

③
原
則
保
護
者
が
送
迎
可
能
で
あ
る
こ
と

◇
申
込
期
限　

原
則
、
２
月
３
日
㈮
ま
で
で
す

が
、
年
度
途
中
の
申
込
み
も
可
。

◎
田
代
小
・
大
川
小
で
は
山
村

留
学
生
も
募
集
し
て
い
ま
す

市
内
外
を
問
わ
ず
、
山
村
留
学
に
興
味
・
関

心
が
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者　

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

◇
期　

間　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間（
延
長
も
可
）

◇
経　

費　

保
護
者
負
担
額　

月
額
３
万
円

…
委
託
先
食
料
費

＊
そ
の
他
、
学
校
教
材
費
、
給
食
費
、
医
療
費

な
ど
、
児
童
に
か
か
る
経
費
は
、
全
て
保
護

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課　

指
導
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
３
１
４
）



市役所からの

お知らせ
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平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
保
育

所
へ
継
続
・
新
規
入
所
を
希
望
さ
れ

る
保
護
者
に
対
し
、
入
所
受
付
を
開

始
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間
及
び
時
間

平
成
24
年
１
月
31
日
㈫
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

◇
申
込
書
の
提
出
場
所

生
き
が
い
対
策
課　

児
童
対
策
係

（
市
役
所
１
階　

５
番
窓
口
）

◇
申
込
方
法

【
継
続
入
所
】

現
在
、
入
所
し
て
い
る
保
育
所

（
平
成
23

年
12

月
現
在
）
を
通
じ
て

申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。
必
要
事
項

を
記
載
の
う
え
、
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
新
規
入
所
】

生
き
が
い
対
策
課
児
童
対
策
係
、

大
川
出
張
所
、
三
笠
支
所
に
申
請
書

一
式
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
載
の
う
え
、
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇
入
所
資
格

父
・
母
と
も
に
働
い
て
い
る
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
家
庭
内
で
十

分
な
保
育
が
で
き
な
い
と
認
め
ら

れ
る
乳
幼
児
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

①　

父
・
母
と
も
に
働
い
て
い
る
場

合
（
内
職
も
含
む
）

…
就
労
証
明
書
（
父
、
母
分
）

②　

母
親
が
妊
娠
中
、
も
し
く
は
出

産
後
で
間
が
な
い
場
合

…
母
子
手
帳
の
写
し

③　

父
、
ま
た
は
母
親
が
心
身
に
障

が
い
が
あ
っ
て
働
け
な
い
、
も

し
く
は
児
童
を
保
育
で
き
な
い

場
合

…
医
師
の
診
断
書

④　

父
、
ま
た
は
母
親
が
ほ
か
の
世

帯
員
を
常
時
監
護
、
介
護
し
て

い
る
場
合

…
医
師
の
診
断
書

◇
入
所
な
ど
の
決
定
に
つ
い
て

入
所
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
い
て
か
ら
、
申
請
書
の
審
査
な

ど
を
行
い
、
入
所
決
定
い
た
し
ま

す
。た

だ
し
、
入
所
条
件
に
合
致
し

な
い
場
合
は
入
所
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
申
込
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課　

児
童
対
策
係

（
市
役
所
１
階　

５
番
窓
口
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
１
１
・
１
４
１
２
）

【市内保育園（所）一覧】

保育所名 所在地 電話番号 定員 開　所　時　間

阿久根めぐみ保育園波留5465-1 0996-72-0431 20
通常　午前７時～午後６時
延長　午後６時～午後７時

阿 光 保 育 園鶴見町162 0996-73-1775 120
通常　午前７時～午後６時
延長　午後６時～午後７時

お り た 保 育 園折口1807-3 0996-75-0170 45
通常　午前７時30分～午後６時30分
延長　午後６時30分～午後７時

文 旦 保 育 園脇本637 0996-75-3310 100
通常　午前７時30分～午後６時30分
延長　午後６時30分～午後７時

みどりが丘保育園赤瀬川887-1 0996-73-3280 60
通常　午前７時～午後６時
延長　午後６時～午後７時

蓮 華 保 育 園波留458 0996-72-0043 90
通常　午前７時～午後６時
延長　午後６時～午後７時

み な み 保 育 園西目2086 0996-72-0473 90
通常　午前７時30分～午後６時30分
延長　午後６時30分～午後７時

※定員は平成23年12月１日現在です。
なお、定員は変更となる場合もありますので、あらかじめご了承ください。
※阿久根めぐみ保育園については、認定こども園となりますので、直接、阿久根め
ぐみ保育園に書類を提出してください。

平
成
24
年
度

保
育
所（
継
続
・
新
規
）入
所
申
込
み
の
ご
案
内

みなみ保育園の園児たち（みなみ保育園中庭）
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定
申
告
無
料
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せ
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私
た
ち
税
理
士
は
確
定
申
告
に
関

す
る
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
実
施
時
期

２
月
１
日
㈬
〜
２
月
17
日
㈮

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

◇
場　
　

所

南
九
州
税
理
士
会

出
水
支
部
の
各
会
員
事
務
所
内

◇
相
談
内
容

個
人
の
所
得
税
・
消
費
税
に
関

す
る
相
談

◇
報　
　

酬

申
告
に
関
す
る
相
談
（
30
分
程

度
）
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
具

体
的
に
申
告
書
の
作
成
を
依
頼
さ

れ
る
場
合
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

◇
予　
　

約

相
談
を
希
望
さ
れ
る
税
理
士
事

務
所
に
必
ず
電
話
で
相
談
日
時
の

予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
水
市
内
の
税
理
士

も
、
同
様
に
確
定
申
告
無
料
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
市
内
の
税
理
士
の
問
い
合
わ
せ
先

市
外
局
番
（
０
９
９
６
）

・
庵
税
理
士　

☎（
７
２
）０
１
１
１

住
所　

赤
瀬
川
１
１
２
３
ー
３

・
大
田
税
理
士
☎（
７
３
）０
４
５
３

住
所　

波
留
５
７
４
ー
３

・
寺
畑
税
理
士
☎（
７
５
）０
６
６
２

住
所　

脇
本
１
３
１
２
９

平成23年分確定申告などの作成会および申告受付を下記の日程で行います。
内　　　容 実施日 時　　　　間 会　　場 対　象　者

年  金  受  給  者 
申 告 書 作 成 会

２月７日㈫
２月８日㈬

午前９時30分～11時30分
午後１時30分～４時

阿久根市民会館
大 ホ ー ル

公的年金の受給者で、確定
申告が必要な方（営業・農
業・不動産・譲渡・退職所
得のある方を除く。）

白色確定申告受付
２月20日㈪
２月21日㈫

午前９時～11時30分
午後１時30分～４時
※ただし、21日は午後３時まで

脇本地区公民館
集 会 室

青色申告および譲渡・株式
等の分離所得を除く。

白色確定申告受付
２月22日㈬
２月23日㈭
２月24日㈮

午前９時～11時30分
午後１時30分～４時

阿久根市民会館
大 ホ ー ル

確定申告は
お早めにY

平成23年分 所得税の確定申告

確定申告相談日程のお知らせ
２月16日㈭～３月15日㈭

◎　確定申告をしなければならない方
給与所得者の所得税は、毎月の給料や賞与から源泉徴収され、その年の最後の給料や賞与の支払時に
行われる「年末調整」によって精算されますから、大部分の給与所得者の方は改めて確定申告をする必
要はありません。
しかし、①給与の年収が２千万円を超える方、②給与所得や退職所得以外の各種所得金額（例えば、
生命保険契約等に基づく一時金を受け取られた場合や、不動産の貸付けによる収入がある場合など）の
合計が20万円を超える方、③２か所以上から給与を受けている方、④給与所得者以外で昨年中の所得の
合計額が基礎控除、配偶者控除、扶養控除などの所得控除の額を超える方などは確定申告をしなければ
ならないこととなっています。
また、このほかに①風水害などの災害に遭われた方、②多額の医療費を支払われた方、③マイホーム
を新築（購入）・増改築し、年末において金融機関から借入金残高のある方などは、確定申告をすると
源泉徴収されている所得税が還付されることがあります。
さらに、平成23年分の確定申告から、公的年金などにかかる雑所得を有する方で、その年中の公的年
金などの収入金額が400万円以下であり、かつ、その年分の公的年金などにかかる雑所得以外の所得金
額が20万円以下である場合は、その年分の所得税について確定申告書を提出する必要はありません。
しかし、医療費控除などによる所得税の還付を受けるためには申告書を提出する必要があります。
また、公的年金等以外の所得金額が20万円以下で、所得税の確定申告の提出をしない場合であっても
市県民税の申告が必要です。
なお、確定申告の作成に関する相談会場に来場の際には、整理・集計を行った収入のわかる資料およ
び経費の領収書のほか、筆記具、電卓、印鑑を持参してください。
申告・納付期限の３月15日間近になると、税務署の窓口は大変混雑します。申告書は自分で書いて、
できるだけお早めに提出してください。
詳しくは次まで問い合わせてください。

※問い合わせ先　税務課　課税係（市役所１階　９番窓口）
☎ ０９９６‐７３‐１２１１（内線１４４３・１４４４)
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各 課 紹 介各 課 紹 介

ど
の
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

や
、
市
税
な
ど
の
納
付
、
国
民
年

金
の
納
付
免
除
申
請
な
ど
、
取

扱
っ
て
い
な
い
業
務
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
脇
本
地
区
公
民

館
な
ど
の
運
用
管
理
業
務
も
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
笠
支
所
で
は
、
昼
休

み
（
午
後
０
時
15

分
か
ら
午
後
１

時
）
の
窓
口
業
務
を
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
来
所
さ
れ
た
皆
さ
ま

が
何
度
で
も
気
軽
に
来
所
し
た
く

な
る
よ
う
な
明
る
い
雰
囲
気
づ
く

り
に
努
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
職
員
が
い
た
場
合

は
昼
休
み
に
限
ら
ず
対
応
し
て
い

ま
す
。

今
後
も
身
近
で
頼
れ
る
三
笠
支

所
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
日
々
努
力

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
相
談
も
含

め
、
積
極
的
な
活
用
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
三
笠
支
所
長　

野
崎　

清
二
）

三笠
支所

大
川
出
張
所
は
、
大
川
地
区
の

皆
さ
ま
と
市
役
所
を
結
ぶ
施
設
と

し
て
昭
和
27

年
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
昭
和
54

年
３
月
に

電
源
立
地
促
進
対
策
交
付
金
を
活

用
し
て
三
階
建
て
の
建
物
が
完
成

し
、
そ
の
一
階
事
務
所
部
分
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
票
や
印
鑑
証
明
、
戸
籍
謄

抄
本
な
ど
の
発
行
に
加
え
、
所
得

証
明
、
課
税
証
明
、
固
定
資
産
名

寄
台
帳
な
ど
の
税
務
関
係
証
明
書

も
発
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
の
方
々
へ
の
「
は
り
・
き
ゅ

う
施
術
受
診
券
」
の
発
券
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

大
川
出
張
所
で
は
、
住
所
の
異

動
手
続
な
ど
一
部
取
り
扱
え
な
い

業
務
が
あ
り
ま
す
が
、
市
役
所
本

所
へ
の
各
種
届
出
書
類
や
連
絡
文

書
な
ど
も
お
預
か
り
し
て
い
ま
す

大川　
出張所

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。ま

た
、
出
張
所
が
入
っ
て
い
る

建
物
は
大
川
地
区
公
民
館
と
し
て

各
種
会
合
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
階
と
二
階
は
和

室
、
三
階
に
は
講
義
室
が
あ
り
、

地
域
の
各
種
行
事
の
打
ち
合
わ
せ

や
校
区
活
動
、
住
民
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
懇
談
会
な
ど
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
で

も
、
住
民
の
方
々
に
は
大
切
に
使

用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
丁
寧
な
ご

利
用
と
積
極
的
な
ご
活
用
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

大
川
出
張
所
は
、
市
役
所
業
務

へ
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、

職
員
も
「
明
る
く
、
親
切
、
丁
寧
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
大
川
出
張
所
長　

馬
見
新　

誠
）

大川出張所
☎0996－74－0001

所
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

三
笠
支
所
で
は
、
脇
本
地
区
を

中
心
と
す
る
皆
さ
ま
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
主
に
市
役
所
の
市

民
環
境
課
お
よ
び
税
務
課
窓
口
で

行
う
証
明
書
全
般
の
交
付
、
異
動

に
関
す
る
手
続
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

主
な
業
務
と
し
て
は
、住
民
票
、

印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
の
謄
抄
本
、

所
得
証
明
書
、
地
籍
図
の
写
し
、

納
税
証
明
書
な
ど
の
交
付
、
印
鑑

登
録
、
住
民
異
動
届
出
（
転
出
転

入
な
ど
）、
戸
籍
届
出
（
出
生
死

亡
婚
姻
離
婚
な
ど
）、
国
民
健
康

保
険
資
格
の
取
得
喪
失
届
出
（
社

会
保
健
加
入
離
脱
な
ど
）、
原
動

機
付
自
転
車
等
標
識
交
付
、
は
り

き
ゅ
う
券
発
券
、
臨
時
運
行
許
可

証
交
付
な
ど
の
手
続
な
ら
び
に
納

税
通
知
書
、
国
民
健
康
保
険
証
の

再
発
行
（
後
期
高
齢
者
保
険
証
を

除
く
）
な
ど
で
す
。

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
な

所
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

三笠支所
☎0996－75－0002
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冬の節電
尾崎区に降り積もった銀世界（平成22年１月）

節 電 の お 願 い
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くらしの情報

農機･農業資材･栽培指導

㈲マツモト
阿久根市山下1114

☎０９９６ー７３ー００５０

マ ツ モ ト

明けましておめでとうございます

新年度の栽培、出荷者募集中�
① 焼酎芋、澱粉芋、青果芋の栽培
② デコポン、ミカン栽培
③ 竹の子（青果、加工用）栽培
④ チシャトウ、タカナ栽培
※詳しくは当店へお気軽にご相談ください。

農
業
を

応
援
し
ま
す
！

◇
物
件　

県
営
寺
山
団
地
ほ
か
７
団
地

（
阿
久
根
市
・
出
水
市
分
）

◇
申
込
書
の
配
布
・
受
付

２
月
１
日
㈬
〜
27
日
㈪

８
時
30
分
〜
17
時

※
た
だ
し
、
土
日
祝
日
を
除
く
。

◇
抽
せ
ん
日
時
・
場
所

３
月
７
日
㈬　

14
時
〜

県
北
薩
地
域
振
興
局

出
水
庁
舎
４
階　

会
議
室

※
申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先

・
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

㈱
南
日
ホ
ー
ム
出
水
支
所

・
県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎
（
一
階
）

☎
０
９
９
６
（
６
３
）
７
０
５
６

http://www.pref.kagoshim
a.jp/ 

ah
1
4/kurashi-kankyo/sumai/kariru/

kenei/bosyu
3.html

県
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
の
皆
さ
ま
へ

空
き
家
待
ち
順
位
登
録
の
お
知
ら
せ

◇
募
集
職
種

①
市
内
公
園
管
理
作
業
員

▽
業
務
内
容　

市
内
公
園
等
の
除
草
・
清
掃

な
ど

②
道
の
駅
「
阿
久
根
」
従
業
員

▽
業
務
内
容　

厨
房
係
・
サ
ー
ビ
ス
係

◇
募
集
対
象
者

・
市
内
公
園
管
理
作
業
員
は
、
昭
和
17

年 

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

・
道
の
駅
「
阿
久
根
」
従
業
員
は
、
昭
和
22

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く
り
公
社

従
業
員
・
作
業
員
を
募
集
し
ま
す

◇
募
集
人
員　

い
ず
れ
の
職
種
も
若
干
名

◇
雇
用
期
間

平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

◇
応
募
手
続

①
提
出
書
類

履
歴
書
１
通
、
申
請
書
（
公
社
で
配
布
し

て
い
ま
す
。）

②
受
付
期
限

１
月
20
日
㈮
〜
２
月
６
日
㈪

＊
市
内
公
園
管
理
作
業
員
の
職
種
に
は
、 

普
通
１
種
運
転
免
許
が
必
要
で
す
。

※
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く
り
公
社

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
７
５
５

◇
募
集
人
員　

１
人

◇
募
集
期
間
お
よ
び
受
付
時
間

１
月
23
日
㈪
〜
２
月
３
日
㈮

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
た
だ
し
、
土
日
祝
日
を
除
く
。

◇
業
務
内
容

委
託
契
約
に
よ
る
上
水
道
区
域
内
の
各
戸

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務

◇
応
募
資
格

市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
で
、
65
歳
未
満
の
方

◇
委
託
期
間

平
成
24
年
４
月
１
日
付
け
採
用
。
委
託
期

間
は
１
年
を
原
則
。
65
歳
に
な
る
ま
で
は

更
新
で
き
る
も
の
と
す
る
。

◇
応
募
方
法

水
道
課
備
え
付
け
の
申
込
書
お
よ
び
履
歴

水
道
検
針
員
の
募
集

書
（
写
真
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
水
道
課
に
提
出

◇
選
考
方
法

書
類
審
査
お
よ
び
面
接
に
よ
る
選
考

※
問
い
合
わ
せ
先　

水
道
課

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
３
１
２
（
直
通
）

市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
の
３
年
間
、
阿
久
根
大
島
公
園
へ
上
水

を
運
搬
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
本
事
業
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時　

１
月
31
日
㈫　

14
時
〜

◇
場
所　

市
役
所
２
階　

大
会
議
室
（
東
）

な
お
、
こ
の
業
務
は
、
市
内
に
住
所
ま
た

は
事
業
所
な
ど
を
有
す
る
方
を
対
象
と
し
、

５
ト
ン
以
上
の
上
水
を
運
搬
可
能
な
船
を 

所
有
し
て
い
る
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

水
産
商
工
観
光
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
１
１
）

阿
久
根
大
島
用
水
運
搬
業
務

事
業
者
の
募
集

出
水
駅
蔵
之
元
港
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の『
愛

称
』を
２
月
15
日
㈬
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
採
用
さ
れ
た
愛
称
の
知
的
所
有
権

や
著
作
権
は
、
同
協
議
会
に
帰
属
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

出
水
駅
蔵
之
元
港
間

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
促
進
協
議
会　

事
務
局

☎
０
９
６
９
（
２
３
）
１
１
１
１

（
内
線
２
５
５
６
）

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
愛
称
募
集
Y
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くらしの情報

肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
は
、鹿
児
島
県
の『
が

ん
』
に
よ
る
死
因
、
第
一
位
で
す
。
そ
の

た
め
県
で
は
、
肺
が
ん
の
早
期
発
見
に
有
効

と
さ
れ
る
、
低
線
量
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
肺
が
ん
検

診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◇
実
施
期
間　

３
月
31
日
㈯
ま
で

◇
対
象

県
内
に
住
所
を
有
す
る
50
歳
以
上
の
方

た
だ
し
、肺
が
ん
治
療
中
や
治
療
後
の
方
、

精
密
検
査
目
的
の
方
を
除
き
ま
す
。

◇
検
診
費
用　

３
１
５
０
円

通
常
の
検
診
費
用
の
３
割
以
下
の
額
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

県
保
健
福
祉
部　

健
康
増
進
課

が
ん
対
策
・
歯
科
保
健
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
２
１

低
線
量
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
肺
が
ん
検
診
費
用
の

一
部
助
成
（
県
補
助
金
）
を
実
施
中

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

現
在
、平
成
24
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
募
集
期
限

２
月
29
日
㈬
ま
で

※
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学　

鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

放
送
大
学

（
平
成
24
年
度
４
月
生
募
集
）

市
で
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
に
、
奨
学
金
の

貸
付
を
行
っ
て
お
り
、
市
奨
学
生
を
募
集
し

ま
す
。
奨
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
学
生
お
よ
び
生
徒
は
、
市
内
に
３
年
以

上
在
住
し
て
い
る
方
の
子
弟
で
す
。

◇
奨
学
金
貸
付
予
定
月
額

・
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専
修
学
校

月
額
９
千
円
以
内

・
専
門
学
校
ま
た
は
職
業
訓
練
短
大

月
額
１
万
８
千
円
以
内

・
大
学

月
額
４
万
円
以
内

市
奨
学
生
の
募
集

◇
募
集
期
間

１
月
23
日
㈪
〜
３
月
13
日
㈫

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会　

教
育
総
務
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
３
１
１
）

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
ち
び
っ

こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
の
参
加
者
を
全
国
か

ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
度
の
春
休
み
は
、『
ヨ
ロ
ン
島
』
の
美
し

い
サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
自
然
の
中
、
全
国
か
ら

参
加
す
る
仲
間
と
一
緒
に
、
心
に
残
る
国
際

交
流
や
野
外
活
動
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
期
間　

３
月
27
日
㈫
〜
４
月
２
日
㈪

６
泊
７
日

◇
場
所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

◇
申
込
締
切　

３
月
７
日
㈬

た
だ
し
、
申
込
み
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

※
資
料
請
求
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

南
の
島
で
国
際
交
流
・
野
外
活
動
体
験

ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
募
集

〒
１
０
８
ー
０
０
７
３

東
京
都
港
区
三
田
５
ー
７
ー
８
ー
９
２
１

☎
０
３
（
６
４
５
９
）
４
６
６
１

http://www.kskk.or.jp

◇
日
時　

１
月
30
日
㈪　

10
時
〜
15
時

◇
場
所　

働
く
女
性
の
家　

第
４
講
習
室

◇
準
備
す
る
も
の

昼
食
、
ぞ
う
き
ん
、
バ
ケ
ツ
、
マ
ス
ク
、

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
運
動
靴

◇
申
込
締
切　

１
月
25
日
㈬
ま
で

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
阿
久
根
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
８
８
８

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

講
習
会
開
催

市
は
、
滞
納
処
分
の
取
組
を
強
化
す
る
た

め
、
県
と
連
携
し
て
滞
納
者
宅
な
ど
を
捜
索

し
、差
押
を
行
い
ま
し
た
。今
回
、差
押
え
た
物

品
は
、２
月
２
日
㈭
に
鹿
児
島
市
で
開
催
す
る

『
平
成
23
年
度
県
・
市
町
合
同
公
売
会
』へ
出

品
し
、売
上
げ
を
市
税
な
ど
へ
充
当
し
ま
す
。

今
後
も
期
限
内
納
税
さ
れ
て
い
る
市
民
の

皆
さ
ま
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
引
き
続

き
少
額
で
も
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
税
務
関
係
機
関
は
、
裁
判
所
の
許

可
、
命
令
が
な
く
て
も
、
法
律
に
基
づ
い
て

調
査
・
捜
索
・
差
押
な
ど
の
滞
納
処
分
を
直

接
行
う
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課　

管
理
徴
収
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
１
・
１
４
４
２
）

滞
納
処
分
の
取
組
強
化

〜
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

小型船舶免許　更新･失効講習
２月15日㊌
① 9：30～ 阿久根市民会館
② 14:30～ 川内文化ホール（市民会館）

TEL（099）281-7753TEL（099）281-7753
入枝海事事務所入枝海事事務所

◎操縦免許証 ◎認印 △変更有りは住民票
更新：¥9,000 失効：¥15,000 写真は当日撮影

『阿久根食の大図鑑』を作成しました
阿久根市内の食の店舗を掲載したパンフレット
です。ぜひ味めぐりをY

〈配布場所〉
道の駅あくね、阿久根駅前の味どころ案内所など
※問い合わせ先　水産商工観光課

☎０９９６－７３－１２１１
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図書館へ行こうY
　雑誌・古本差し上げます
平成22年１月から12月までの「きょうの料理」

「趣味の園芸」など23誌と、古本を無料で差し
上げます。
日時　１月22日㈰～２月５日㈰

午前９時～午後７時
場所　市立図書館１階入口左側ロッカー

※初日１月22日㈰は一人３冊までとし、１月24

日㈫以降、制限はありません。

　新刊案内
・『春告げ坂　小石川診療記』 安住洋子（著）

坂の上の養生所で、仲間たちと奮
闘する医師・高橋淳之祐。病に苦し
む人々に、自分ができることは何な
のか。思いもよらぬ形で父の死の真
相がもたらされた時、彼の前に進む
べき道が現れる…。

・『さざなみの国』 勝山海百合（著）
村を滅亡から救うため、少年さざ
なみは旅立った。謎の襲撃、美少女
との奇縁、王女との邂逅。やがて
少年の体に潜む力が運命を一変させ
る。古代中国を舞台に、癒しの極致
を描くファンタジー。

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　９時～19時

　図書館の催し
※参加料は無料。お気軽にどうぞご参加くだ
さい。

・１月21日㈯～２月19日㈰　阿久根市読書活動展覧会
市内各小・中学校の読書感想画や標語、親子一
冊読書などの作品を展示。

・１月24日㈫　16時～　映画会・バンビ教室（読
み聞かせ）

・１月28日㈯　14時～　手作り教室
・２月４日㈯　14時～　 映画会

・『あかりの湖畔』 青山七恵（著）
たった一つの家族だからこそ、打

ち明けられない「秘密」がある。大
きな湖のほとりにある「お休み処・
風弓亭」の三姉妹。平穏な暮らしの
中の小さな分岐点が、彼女たちの運
命を変えていく…。

・『くちびるに歌を』 中田永一（著）
中学合唱部顧問の松山先生は産休

に入るため、元神童の美しすぎる臨
時教員・柏木に期限付きで指導を依
頼。すると、柏木目当て男子が多数
入部する。ほどなくして、練習に打
ち込まない男子部員と女子部員の対
立が激化して…。

Ｃ
（ こ つ ・ こ つ ）

Ｏ2・ＣＯ2と減らすかごしま
アクションコンテストで優秀賞

11月20日、ＣＯ2・ＣＯ2（こつ・こつ）

減らすかごしまアクションコンテストで、

㈲尾塚水産のウ

ニ殻などの廃棄

物を有効利用し

ている活動の功

績が認められ、

優秀賞を受賞さ

れました。

インフルエンザ予防対策用品を寄贈

12月５日、北薩法人会阿久根支部が、社

会貢献活動の一環として、市内８か所の保

育園、幼稚園に

インフルエンザ

の予防対策の一

助にと、消毒液

80個を寄贈しま

した。（写真：阿

光保育園にて）

優秀賞を受賞した㈲尾塚水産

園児に消毒液を渡す北薩法人会
阿久根支部会長　野村泰徳　氏　

１３：３０～１４：５０
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「
も
う
す
ぐ
誕
生
日
で
楽
し
み

だ
。」
と
長
女
。
誕
生
日
は
つ
い

先
日
迎
え
た
ば
か
り
な
の
に
、

来
年
を
も
う
楽
し
み
に
し
て
い

る
様
子
。「
来
年
の
話
を
す
る
と

鬼
が
笑
う
よ
。」
と
家
族
で
談
笑

し
た
年
末
で
し
た
。

『
笑
う
門
に
は
福
来き
た

る
』
と
い
う

こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
お
陰
か
、
穏
や
か
な
正
月
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
は
も
と
よ
り
明
日
の
こ

と
も
見
通
せ
な
い
現
在
、
日
々

の
安
全
と
平
穏
、
そ
し
て
新
年

の
幸
福
を
併
せ
て
祈
っ
た
と
こ

ろ
で
し
た
。　
　
　
　
　
（
寺
園
）

人のうごき
12月31日現在
（　）は前月比

人　口
23,317人
（－4人）

男
10,920人
（－4人）

女
12,397人
（±0人）

世帯数
10,634世帯
（－2世帯）

出 生 16人
死 亡 36人
転 入 52人
転 出 36人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

畠
中　

翔
し
ょ
う

希き　

和　

俊
（　

潟　

）

平
新　

裕ゆ

理り　

香
代
子
（　

段　

）

海
平　

亜あ

樹き　

直　

樹
（
牧　

内
）

濱
田　

愛あ

結む　

広　

則
（
大　

漉
）

下
薗　

悠は
る

人と　

武　

大
（
市　

外
）

石
元
晴せ

い

太た

朗ろ
う　

慎
之
佑
（　

浦　

）

中
村　

水み
ず

紀き　

隆　

史
（
高
之
口
）

中
元　

愛ま
な

斗と　

直　

樹
（
波　

留
）

森
山
こ
こ
ろ　

誠　

太
（
大　

丸
）

山
平　

彩あ
や

音ね　

仁　

志
（
小　

漉
）

田
野　

翔か
け

琉る　

純
一
郎
（
中　

村
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12月28日、阿久根石油㈱の皆さまが、国道３号や、市役所
前の通り、389号のそれぞれ約２㎞道路脇の清掃を行いまし
た。同社が毎週水曜日、早朝に実施。「５年前にこの活動を始
めました。最近、登校する児童に『おはよう』とあいさつすると、
元気よく返してくれるから嬉しいよね。」と参加された松尾耕
作さん。持っていたゴミ袋はあっという間にいっぱいになっ
ていました。

阿
久
根
を

﹃
清
掃
﹄
致
し
候
。旧港付近のゴミ清掃を行う

阿久根石油㈱の職員の方々

其
の
壱
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◇趣味は何ですか・・・
料理、スポーツ、音楽
◇今一番興味のある事
『バスケットボール』
何か新しいことにも挑戦したいと思って
います
◇阿久根について一言・・・
とても過ごしやすいです
◇将来の夢は何ですか・・・
夢だった仕事に就き、毎日充実した生活を
送っています。次の夢は幸せな家庭を…
◇このごろ気になる出来事は
荘付近で初めて本物の鶴を見て、感動し
ました

－ 20－

私たちは、短歌の創作活動を通し、自分たちの生きが
い、認知症の予防にと約40年間活動してきました。別
府義明会長をはじめ、会員は10名。
現在、市内外問わず、会員を広く募集中です。私たち
と一緒に楽しく短歌創作してみませんか。
短歌創作は『心の栄養』です。初心者大歓迎。ぜひ一
度、見学に来てください。
【活動日時】毎月第２土曜　午後１時～午後４時
【活動場所】市民会館１階　会議室
【連 絡 先】会長　別府義明

☎０９９６－７５－２４０５

「阿 久 根 短 歌 会」
サークル紹介

営業時間：午前10時～午後５時
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コ
チ
ラ
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

←出水 阿久根市街地→

住まいの無料相談室 ＡＺ車検
センター
隣り

住まいの事なら、お気軽に相談ください。

☎0996-72-0014㈱ タイセイ工務店

新築 リフォーム オール電化工事
バリアフリー工事 太陽光発電システム設置工事

〒899-1625 阿久根市波留1074-1
信頼と実績の

 TAISEI

☎0996-73-0350


